
あなたの力で，国際シンポジウムと書籍執筆をやってみよう（募集通知） 

 

１．概要 

総合生存学館では，文理融合・超学際研究に基づいて SDGs 達成に向けた解決策を提案するた

めに， 

（１） 「京大生が考える SDGs 国際シンポジウム」の開催 

（２） 書籍「総合生存学の挑戦（仮題）」の出版 

を行います。総合生存学館では，企画段階からイベント実施，研究発表の全過程において主体的

に活動できる学生を求めています。全学の学生からの積極的な参加をお待ちします。学生が主体

的に活動できるように，（１）については、「学生オーガナイザ」及び「トーナメント方式」、（２）につい

ては「学生エディタ」の３つを導入します。 

 

２．参加募集 

自分の力で企画，実施，研究発表したい学生を求めます。京都大学の全ての大学院・学部の学生

の皆さんが応募できます。応募学生は「（１）国際シンポジウムコース」または「（２）書籍出版コース」

のいずれかを選択してください。詳細は、「３．実施内容」をご確認ください。 

締め切りは，2018 年 8 月 31 日（金曜日）です。参加を希望する学生は，参加申込書に必要事項を

記入のうえ，総合生存学館国際シンポジウム担当（gsais-sympo@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp）までお

送りください。 

 

３．実施内容 

（１）国際シンポジウムコース「京大生が考える SDGs 国際シンポジウム」（Ｈ３０年 12 月） 

申請種別：①学生オーガナイザ 

②研究発表（口頭発表またはポスター発表，査読付き論文の出版） 

SDGs をテーマとして，国際機関などの講師（招聘旅費，謝金）による招待講演，口頭発表，ポスタ

ー発表により構成します。さらに、全学の学生から口頭発表，ポスター発表の申し込みを募ります。

①学生オーガナイザ 

「学生オーガナイザ」は、シンポジウムの企画立案と運営を学生主体で進めます。なお、企画チ

ームと運営チームを合わせて 20 人とします（謝金支給あり。時給 1200 円）。 

②研究発表（口頭発表またはポスター発表） 

各々の「複合型研究会＊」での議論を経て、発表者についてトーナメント方式により１次予選を行

います。選抜された学生は、更に当該研究会にて研究を行い，研究会の上位に位置する「思修館

懇話会＊」での 2 次予選にて，10 名程度のシンポジウム発表者を選抜します。 

選抜された学生はシンポジウムで発表の後，シンポジウム開催後に論文を投稿し，査読を経て，

社会科学系のジャーナル（特集号）から査読付き論文として出版できます。学生による査読管理補

助は 5 人とします（謝金支給あり。時給 1200 円）。 



 

（２）書籍出版コース「総合生存学の挑戦（仮題）」の執筆 

申請種別：①学生エディタ 

       ②研究発表（原稿執筆） 

学生と教員の共同執筆で，SDGs を対象とした生存学研究の最新成果を発信します。第 1 章は，

社会問題の解決を目指す実践の学である総合生存学の要件を説明します。第２～第N章は「研

究会」の主催教員が執筆します。第 N+1 章以降の章は，SDGs 研究を対象にして，全学の学生

から執筆計画を募ります。 

①学生エディタ 

「学生エディタ」は、書籍出版の企画立案と運営を学生主体で進めます。構成員は６人とします

（謝金支給あり。時給 1200 円）。 

②研究発表（原稿執筆） 

各々の「複合型研究会＊」での議論を経て，執筆者についてトーナメント方式により１次予選を行

います（9 月～10 月）。選抜された学生は、更に当該研究会にて研究を行い，研究会の上位に位

置する「思修館懇話会＊」での 2 次予選にて，５名程度の書籍執筆者を選抜します（10 月～11 月）。 

なお、原稿完成はＨ３０年度末としますが，書籍出版はＨ3１年度中を予定しています。 

 

４．お問い合わせ先 

質問などについては，総合生存学館国際シンポジウム担当（gsais-sympo@mail2.adm.kyoto-

u.ac.jp）までメールにてお問い合わせください。 

 

 

＊ 「複合型研究会」と「思修館懇話会」については，別紙を参照ください。 
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